試論・戦場における兵士の“性”と性意識 : 「慰安所」・「慰安婦」をめぐって by 新井 勝紘
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 そこで、吉見氏はついに、桜内議員を相手に「名誉毀損」で東京地裁に提訴に踏み切ったの


















姦事件が発生したことが契機となり、上海派遣軍参謀の岡村が 1932 年 3 月ころに、これを防ぐ
ために「慰安婦団」を長崎から招いて開設したことを紹介している。さらに岡村の回想から、
海軍の制度としてすでに動き出していた慰安所にならって、岡村が開設したことも明らかにし
ている。上海総領事館の 1932 年 12 月末調べの調査報告「邦人の諸営業」によれば、飲食店、
喫茶店、汁粉屋、倶楽部、舞踏場、演芸活動館、遊技場、旅館客引、芸妓、酌婦などとならん
で、「海軍慰安所」という名称の営業があり、その数 17 軒とあり、酌婦も 163 名もいたことが




あったことにも触れている。第 1 が軍直営、第 2 が軍が監督統制する軍(軍人・軍属)専用で、
これらが「純粋の軍慰安所」だったという。この 2 種と違って、第 3 のタイプは、「一定時期、
軍が民間の売春宿などを兵員用に指定する軍利用の慰安所」というものであり、これは民間人
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3 従軍写真師・柳田芙美緒が撮影した「慰安所規定」 
 
 ここで簡単に、静岡新聞社編『静岡連隊物語――柳田芙美緒が書き残した戦争』（2009 年 7
月 静岡新聞社）に依拠して、柳田の戦場での軌跡を紹介しておく。 
 柳田は 1909 年（明治 42）に、静岡県西益津村（現焼津市）に生まれ、1930 年（昭和 5）に
徴集され、静岡の歩兵第 34 連隊に現役入隊した。そして 1933 年に連隊付き写真師となり、1934
年 12 月に満州派遣静岡歩兵第 34 聯隊と一緒に朝鮮に渡り、1937 年には中国の中部にいた田上
部隊に従軍し、北部を経て帰還した。1938 年末迄に、内地と中国との間を四回ほど往復してい
た。1939 年 4 月には新設された歩兵第 230 聯隊（静岡聯隊）に属して、広東に上陸し、翌 40
年には一旦、静岡に戻るが、すぐに今度は中国南部の原隊に復帰し、その年帰還。翌 41 年には
台湾から香港に渡り、230 聯隊に所属しながら、ジャワ作戦に従軍。42 年にスマトラ、シンガ













    入場者ハ慰安所外出証ヲ所持スルコト 
一、 入場者ハ必ズ受付ニオイテ料金ヲ支払ヒ之ト引替ニ入場券及「サック」一個ヲ受取ルコ
ト 
一、 入場券ノ料金左ノ如シ  
    下士官、兵、軍属 金弐円 
一、 入場券ノ効力ハ当日限リトシ若シ入室セザルトキハ現金ト引替ヲナスモノトス 
    但シ一旦酌婦ニ渡シタルモノハ返戻セズ 
一、 入場券ヲ買ヒ求メタル者ハ指定セラレタル番号ノ室ニ入ルコト 























 また、利用料金 2 円を払えばチケットが発行され、「慰安所外出証」なるものを出してもらう
ことで、この「慰安所」を利用できるシステムになっていたことがわかる。細かい利用規則も
さることながら、「慰安所」利用は軍の中で完全にシステム化していたといえる。 




 なお、この 3 枚の写真については、最近刊行された『日本軍「慰安婦」問題 すべての疑問
に答えます』（アクティブ・ミュージアム「女たちの戦争と平和資料館」（wam）編著 2013 年
11 月 5 日 合同出版株式会社）のなかでも、同様のものが使われ、それぞれに簡単な説明がつ











兵第二大隊が 1938 年（昭和 13）3 月の日付で作成したもので、「常州駐屯間内務規定」と題し
た文書の中にある。前記の規定と同じ頃にできたものだろう。このうちの第九章に「慰安所使
用規定」があるので、それを紹介しておこう。なお、資料は『復刻版 戦場日誌にみる従軍慰
安婦極秘資料集』（琴秉洞編・解説 緑陰書房 1992 年刊）による。 
 
第五十九 方針 
  緩和慰安ノ道ヲ講シテ軍紀粛正ノ一助トナサントスルニ在リ 
第六十  設備 
  慰安所ハ日華会館南側圍壁内ニ設ケ、日華会館附属建物及下士官、兵棟ニ区分ス 
  下士官、兵ノ出入口南側表門トス 
  衛生上ニ関シ楼主ハ消毒設備ヲナシ置クモノトス 
  各隊ノ使用日ヲ左ノ如ク定ム 
   星部隊  日曜日  栗岩部隊  月火曜日  松村部隊 水木曜日 
   成田部隊 土曜日  阿知波部隊 金曜日   村田部隊 日曜日 
  其他臨時駐屯部隊ノ使用ニ関シテハ別ニ示ス 
第六十一  実施単価及時間 
  1、下士官、兵、営業時間ヲ午前九時ヨリ午後六時迄トス 
  2、単価  使用時間ハ一人一時間ヲ限度トス 
        支那人 一円○○銭   
        半島人 一円五十銭 
        内地人 二円○○銭 
     以上ハ下士官、兵トシ将校（准尉含ム）ハ倍額トス 
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    （防毒面ヲ附ス） 
第六十二  検査 
  毎週、月曜日及金曜日トシ金曜日ヲ定例検黴日トス 
  検査時間ハ午前八時ヨリ午前十時迄トス 
  検査主任官ハ第四野戦病院医官トシ兵站予備病院並各隊医官ハ之ヲ補助スルモノトス、検 
  査主任官ハ其ノ結果ヲ第三項部隊ニ通報スルモノトス 
第六十三  慰安所利用ノ注意事項 左ノ如シ 
１、 慰安所内ニ於テ飲酒スルヲ禁ス 









第六十五  監督担任 
  監督担任部隊ハ憲兵分遣隊トス 










































































































1 つは 1993 年に、1992 京都「おしえてください！『慰安婦』情報電話」報告集編集委員会編
で刊行された、『性と侵略』（「軍隊慰安所」84 か所元日本兵らの証言 社会評論社）のなかに
所収されている「慰安所」に関する証言である。この証言は、1992 年 3 月 28 日から 30 日まで
の三日間、「アジア・太平洋地域の戦争犠牲者に思いを馳せ、心に刻む京都集会実行委員会」の
呼びかけで、複数の団体が設けた「『従軍慰安婦』情報電話」に寄せられたものである。三台の
電話に朝 9 時から夜の 11 時までに受け付けた電話は 123 件だったという。証言を寄せたのは、
「ほとんどの方が元日本兵で、「慰安所」に行ったことがある経験者が圧倒的に多かった」(山
内小夜子 「事実を見つめることから始まる」）と報告されている。質問事項は、次のようなも
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9 閑古鳥が鳴いていた「慰安所」 
 



































最後に 1 人の兵士の軍事郵便を紹介したい。 
この兵士については、すでに拙稿「戦場で記した血の叫び――殺戮が生み出す精神的荒廃に















そんな樋口(38 歳)に、1937 年（昭和 12）9 月、召集令状がくだってしまう。文子と結婚して
まだ数年しかたっていない時期であった。ひそかに遺書を残しての出征でもあった。麻布三連
隊へ入隊し、中国の中部に赴く。中国戦線では上海、杭州、揚子江の河口にある崇明島と移動
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だけしか残存していないので、樋口の戦場体験の 3 分の 1 程度しか見ることができない。しか
し、中巻だけからも、戦闘状況はもちろん、折に触れ兵士の日常生活の詳細を知らせてきてい
るので、戦場でのリアルな兵士の状況を読み取ることができる。 


















































































日一信 戦地から妻へ 1600 通の葉書』 1997 年 大空社）。 
 新婚の妻に戦場から 728 枚の絵手紙を書き続けた前田美千雄（1945 年 8 月、マニラの山中で
戦死）は、果たしてどうだったろうか（高澤絹子編『戦場から妻への絵手紙』――前田美千雄




よわが妻よ――父石田光治少尉の手紙』 2010 年 8 月 文藝春秋社）。 
 このように見てくると、戦場における兵士の性を十把一絡げにして論じることの危うさが見
えてくる。どこの国でもとか、戦場ではどこでも、兵士なら誰でも、男なら・・・とか言って、
「慰安所」・「慰安婦」の存在に免罪符を与えていることを、再考する必要があるのではないか。
ここでは試論というかたちで、複数の事例をとりあげて考えてみた。私の所蔵する一万通にも
およぶ軍事郵便の分析にも、こうした視点を加えてみることも、今後の課題としたい。 
